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1．はじめに

　GABA（γ一アミノ酪酸，ギャバ）含量が通常の玄米より

も高い発芽玄米の市場が急速に拡大している。現在販売さ

れている発芽玄米にはrコシヒカリ」やrあきたこまち」，

「ほしのゆめ」といった一般に飯米として栽培されている

品種が主に使用されている。一方，通常の玄米よりも大き

い胚芽をもつ巨大胚品種は，玄米中に含まれるGABA含量

が高く，発芽玄米として利用すれば従来の発芽玄米よりも

GABA含量の高い発芽玄米を生産することが可能である。こ

れまで，巨大胚品種としては，　rはいみのり」　（2000），

「めばえもち」　（2002）が育成されているが，「はいみの

り」は極晩生のため東北地域では栽培できず、「めばえも

ち」は儒品種であるため用途が異なる。そこで、東北地域

での栽培に適した巨大胚の梗品種の育成を図った。

2．育成の経過

　r恋あずさjは，東北地域向き熟期の巨大胚糎品種の育

成を目標に，北海道の巨大胚系統の「北海269号」を母，

r奥羽316号」を父とする組合せから育成された巨大胚梗

系統である。　1989年に東北農業試験場（現・東北農業研

究センター）水田利用部において人工交配を行い，　1990

年にF1個体を水田利用部圃場で養成した。1991年はF2・

F3，F4集団の養成を熱研沖縄支所（現・国際農林水産業研

究センター）に依頼した。1992年はF5集団を水田利用部

圃場で養成し，35個体を選抜した。1993年F6世代以降は

系統育種法に準じて選抜，固定を図ってきた。1995年に「奥

羽359号」の地方番号を付し，希望する関係県に配付して

地域適応性を検討した。2005年の世代は雑種第16代であ

る。

3．形態的・生態的特性

　「恋あずさ」は，出穂期，成熟期ともに「あきたこまち」

とほぼ同じ“早生の晩”に属する糎種である。桿長は「あ

きたこまち」よりも短く，穂長はrあきたこまち」並，穂

数はrあきたこまち」よりやや多く，草型は“中問型”で

ある。稗は「あきたこまち」よりやや太く，桿の剛柔は“や

や剛”で，耐倒伏性はrあきたこまち」より明らかに強い

“強”である。粒着は「あきたこまち」と同程度で“やや

密”，ふ先色及び穎色は“黄白”で，芒は稀に極短芒を生

じ，脱粒性は‘‘難”である。玄米の粒形は　“やや円”，

粒大はrあきたこまち」と比べてやや小さい。収量性はrあ

きたこまち」並である。胚芽の大きさは，2004年の育成地

では「あきたこまち」に比べて胚芽長が約L3倍，胚芽重
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は約1．9倍である（表1）。いもち病真性抵抗性遺伝子型は

“P璃P1ガと推定され，圃場抵抗性は，葉いもち，穂い

もち抵抗性ともに“弱”である。障害型耐冷性は，極強の

基準品種であるrトドロキワセ」の稔実歩合を上回り，“極

強”と判定される（表2）。穂発芽性は“やや易”である。

5．GABA含量

　玄米中のGABA含量は，2004年育成地では13．Omg／100g

となり，「あきたこまち」の6．5倍と高かった（表1）。また

加工した発芽玄米のGABA含量は24．2mg／100g，となりコシ

ヒカリの発芽玄米の約2倍であった（表4）。

4．品質・食味特性

6．適地及び栽培上の留意点

　玄米品質は、光沢が劣り，腹白がみられることから，rあ

きたこまち」より劣る“中下”である（表D。　白米で

の食味は，外観，粘り，総合いずれにおいてもrあきたこ

まち」より明らかに劣る“中中”である。発芽玄米にした

ときの食味は，「あきたこまち」の発芽玄米と比較してや

や劣るが，白米どうしで比較した時に比べるとその差は小

さい。また，ブレンドする白米を低アミロース米のスノー

パールにした場合，同じブレンド比率のrあきたこまち」

の発芽玄米と比べると，粘り，香りが上回り，総合でもや

や優る（表3）。

「あきたこまち」と同熟期であることから，rあきたこま

ち」が栽培可能な東北地域や東北地域以南において栽培で

きると考えられる。栽培上の留意点としては，いもち病抵

抗性が葉いもち，穂いもちともに“弱”であるため適期防

除を徹底すること，穂発芽性が“やや易”であるため刈り

遅れに注意し適期収穫に努めることがあげられる。また，

育苗時に出芽率が一般品種と比べて劣るが，播種量を通常

の約1．5倍量に増やすことで一般品種と同程度の苗数を確

保することができる。

1主要特性一覧
359 口せ 259 羽316

調 ヒ　研　セ’ ター　　田県
調 1995　1998 20032004年 2004

品 さ あき一ワまち あ　さ め曇兀　ち（ ）

生の 生の 生の 生の

月日 8．6 8．5 7．31 8．1

成熟期（月日） 9．且6 9．15 9．5 9．6

桿長（cm） 61 79 64 67

穂長（cm） 18．3 18．5 18．7 19．了

穂数（本／め 324 309 330 391

強 中 一 やや強
耐冷性 極強 中 『 弱

穂発芽性 やや 中 一

いもち遺伝子型 P1β，P1左 P18，P1ノ 一 『

病葉いもち 弱 中 一 やや強
性　いもち やや 一 やや

k　a 50．婆 48．5 54．8 44．2
玄米千粒重（g） 2且．0 22．3 21．5 19．5
玄米品質（i－9） 中下（5．8） 上下（3．5） 中下（5．5） 上下（3．8）

食味 上 一

胚　　　皿田 3．5 2．8
一 一

胚芽重（g／1000粒） 且．26 0．66 『 一

一アミノ　　　田 ioO 130 20 一 一

注）胚芽長，胚芽 γ一アミノ 量は200僻産玄米の測定値。

　　　　　　　　　　2004年　　　　　　　　　　　5ヶ年平均
　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．3～　　　　19．3℃　　　　　18．9℃　　　　　且8．5℃
品種名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19渇℃　　　判定

　　　一一一　稔実率　　　（月日）　（駕）　（月日）　（男）　（月日）　（紛　　　（器）

恋あ　さ　　8月15日　92．5　8月】6日　85，0　8月i8日　　72，5　　66．5

イブキワセ　8月13日　51．7　8月12日　38，3　8月10日　　20．8　　33．9

トドロキワセ8月13日　53．3　8月H日　40，8　8月13日　24．2　43．1
オオトリ　8月16日　質．5　8月馬日　15．2　8月！4日　　了．8　　29。2

ひとめぼれ　8月14日　73．8　8月17日　53．8　8月且8日　22．5　47．9

1）5ヶ年平均の稔実率は，1995，1996，1998，2003，2004年の平均値。

2）表中の温度は，耐冷性検定圃場の設定水温。

3）判定の（）は基準品種の評価。

　4発芽玄米のGABA含量（長野県食品工業試験場，
　　口　・　　名　　　　GABAA量（皿／100）

極強
（強）

（極強）

（強〉

極強

2004）

　　恋あ　さ
　　めばえもち
　　もちひかり
あずさ事（コシヒカリ）

24．2
25．9
10．O

l2．5

γ一アミノ酪酸はアミノ酸分析法による測定値（（財）日本食品分析センター）。 ＊：長野県認証有機低農薬米

表3　白米及び発芽玄米の食味（東北農研）

試験区分 　　品種名
及びブレンド割合

外観 粘り　　香り　　硬さ　　総合値　　年月日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　パネル数

白米1）　恋あずさ

　　　　ふくひびき

一1．00＊

一〇．30

一1．50‡　　一

一〇．50　　　一

一1．60＊　2004．12．6

－0．40　　　10名
発芽玄米！恋あずさ（発芽玄米10％）＋あきたこまち（白米90％）

　　　　恋あずさ（発芽玄米20駕）＋あきたこまち（白米80累）

　　　　あきたこまち（白米100％〉

0．55
－0．45

1．27＊＊

0．55　　　　　0．55　　　　　0．45　　　　　0．64　　　　2004．12．8

－0。09　　－0．55　　－0．18　　－0．55　　　11名
1．09＊＊　　　1．18＊＊　　　0．82　　　　　1．18＊＊

恋あずさ（発芽玄米20沿＋スノーパール（白米80％〉

あきたこまち（白米100％）

一G．18

1．09＊

0．36　　0．18　　－0．18　　0．27　2004．12．9
LOO＊　　0．91＊　　1．00＊　　1．09＊　　11名

D白米の基準はあきたこまち，発芽玄米の基準はあきたこまち（発芽玄米20魁白米80％）とした。
2）発芽玄米は，30℃で16時間浸漬処理したものを使用した。
3）＊＊は符号検定により1％水準，＊は5％水準で有意差ありを表す。
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